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第１０回目を迎える「葛飾図書館友の会ウィーク」開催（11 月 3日～23日） 

特別講演会は中西裕氏の「ホームズで知る推理の愉しみーホームズ映画の魅力」 

お話会や紙芝居、マジック、朗読会や映画会など目白押し 

毎年１１月に主催し、中央図書館が協力する「葛飾図書館友の会ウ

ィーク」も今年で第１０回目を迎えます。 

 “本を読むのが楽しい、図書館を利用するのがうれしい”という区

民の皆さんの輪を広げ、あわせて図書館の果たす重要な役割を再認識

し、当会及び参加団体の活動を少しでも図書館利用者の皆さんに知っ

ていただくようにとの趣旨で、中央図書館開館から始まったウィーク

です。 

今年の開催期間は１１月３日（土・祝）から同２３日（金・祝）ま

での約３週間。８月４日（土）午後、参加団体への説明会で、会場と

なる中央図書館の「おはなしのへや」及び会議室１・２使用イベント

の日程調整や必要器具・資料の調査が行われました。 

友の会はナイトシアター委員会の「蝉しぐれ」上映、ＣＤ・ＤＶＤ

コンサート委員会はナイトシアター委員会と共催してのＤＶＤ「不滅

の恋/ベートーヴェン」上映、児童サービス応援委員会は毎年好評の

「手袋人形講習会」とおはなし会、広報委員会はキーワード読書会、

そして実行委員会による中西裕氏の特別講演会「ホームズで知る推理

の愉しみーホームズ映画の魅力ー」と、そして映像文学館「永井荷風」が企画されています。 

 また友の会会員が参加・活動する、あるいは中央図書館に登録しているボランティア団体が素話、絵本の読

み聞かせ、手遊び、紙芝居やマジック、大道芸の披露、朗読会、朗読劇、リコーダーの演奏などの活動の成果

を発表します。 

 同時に館内２箇所の展示コーナーを利用して、各委員会や参加団体の活動内容や経過、ＰＲなどの資料展示

も併せて行います。 

 詳しい内容を記載した「総合プログラム」は１０月中旬までに、また個別のイベントのチラシは１０月中旬

に区内の各図書館にも配布されます。開催報告などは次号の「友の会通信」に掲載します。 

講演会(１１月１７日)に向け シャーロック・ホームズの魅力を知ろう！ 

中央図書館受付横のかつしかコーナーで、特別講演会「ホームズで知る

推理の愉しみーホームズ映画の魅力ー」に備え、10 月に特集本コーナー

「ホームズで知る推理の愉しみ」を展示します。図書館で初めてホームズ

と出会い読書の楽しみを知ったという方も多いはず。1977 年に日本シャーロック・

ホームズ・クラブが創立された当時からの会員であり、図書館学の権威でもある講師の

中西裕さんの著作も展示いたします。 
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「読み聞かせボランティア講座」で 
         おはなしや活動を実演で紹介 
            児童サービス応援委員会が活躍、新会員も誕生 

５月から６月にかけて、中央図書館で『読み聞かせボラン

ティア講座』(全５回)が開催されました。小学校・幼稚園・

保育園などでのボランティア活動の入門編で、中央図書館主

催の講座です。 

５月３０日(水)午前中はその２回目の講座で、「活動経験

者の話と実演」に、葛飾図書館友の会の児童サービス応援委

員会会員５名が約２０名の受講者の前で、その活動内容やこ

れまでの経験やコツなどを話しました。 

実演として会員が素話、絵本の読み聞かせ、手遊びを披露

し、経験を通した子どもたちを楽しませるためのノウハウを、

例えば子どもたちと顔を見合わせる、集中力の関係から短めの題材を選ぶ、簡単な問いかけをして答えをも

らい、おはなし会に巻き込むなどを語りました。 

最後に素話や絵本などの選択という質問に、本人も楽しめる、リズム感があり、季節に相応しいもの、更

には次世代の子どもに伝えたい題材を選ぶとのアドバイスもありました。 

図書館の協力により「友の会」の紹介があり、その後、５名の新会員が誕生しました。 

  「いいね！ かつしか 学ぼう… 図書館と仲よく共に！」 

 地域貢献活動を紹介する社協月刊紙に「友の会」が紹介される 
４月に葛飾区社会福祉協議会地域貢献活動サポートセンターから「協働サイト」やホームページで 

当会の活動を知り、活動内容などを取材したいとの申し入れがありました。情報交換のよい機会だと 

朝野友の会会長がインタビューに対応し、月刊紙『かつしかゴト。』（２０１８年７月号）に“いいね！ 

かつしか 学ぼう・・・図書館と仲よく共に！「葛飾図書館友の会」”との紹介で、設立経緯や今後の 

展望などが掲載されました。 
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寄稿文 《葛飾図書館友の会》には、現代に求められている 
人間の場、『文化サロン』の胎動が感じられる 

 このたび『友の会通信』に立教大学院生の池田典子さんから、修士論文【現代社会における「文化サロンの意義」】という

調査研究の結果、および一般市民の自発的な自治活動の未来像をしめすレポートが送られてきました。期待される友の会

活動の成果を、私たちが抱える問題点と比較し、これからの活動へのありかたをみんなで考えてみませんか。 

 

現代社会における「文化サロン」の意義 

―「葛飾図書館友の会」のインタビュー調査を中心に― 
 

                  立教大学大学院 21 世紀社会デザイン研究科修了生 池田 典子 
 

私は、2016年～2017年度の 2年間、立教大学大学院 21世紀社会デザイン研究科で「社会デザイン学」

を学びました。「社会デザイン学」とは、現代社会が直面する様々な課題に取り組み、系統的な理論と

実践を通して具体的な方法論を探求する学問で、異なる価値観を持つ人々が共生していく社会を構築す

ることを目的としています。その研究科で、私は芸術文化を通して人間関係を形成する「文化サロン」

の意義について研究をし、修士論文にまとめました。 

近年、孤立する人々が社会問題となっていますが、芸術文化活動が人間関係の形成に有効であるとの

期待が高まっています。そこで私は、芸術文化を媒介とする人々の交流の場を「文化サロン」と呼び、

芸術文化への親しみと人間関係の形成の相乗作用を探るために事例研究をしました。その事例の一つと

して「葛飾図書館友の会」のＣＤ・ＤＶＤ委員会の皆様にご協力いただき、インタビュー調査を実施し

ました。「葛飾図書館友の会」を事例として選んだのは、現代の日本において、公共図書館はすべての

人間が無料で文化にアクセスすることができる場として確立しており、公共図書館そのものが「文化サ

ロン」と言える可能性があると考えたからです。 

調査の結果、「葛飾図書館友の会」は、確立した公共施設である公共図書館の後ろ盾によって支えられ

ていながら、一般市民による自発的な自治活動である点で、持続可能な「文化サロン」として優位であ

ることがわかりました。「文化サロン」であるためには、与えられた「場」を享受するだけではなく、

参加者が能動的に関わる自主的な活動であることが必要ですが、他の事例研究として調査した民間の

「文化サロン」は、優れた自主性を備えつつも、財政的に厳しい状況にありました。それに対して「葛

飾図書館友の会」は、拠点となる場所が無料で確保されているため、財政的に全く問題がなく、会費も

安価に抑えられており、活動を継続していく上で非常に有利であることが際立っていました。 

また、インタビュー調査の中の「企画しているクラシック音楽鑑賞会は、人々を啓蒙しようとするも

のではない。やりたいことをやっているうちに友達ができた」という発話内容は、

「文化サロン」の特徴を表していました。誰か詳しい人が教えるというのではな

く、皆が知恵を持ち寄って活動しているうちに、いつの間にか芸術に親しみ、友

達ができる「葛飾図書館友の会」は、現代社会に相応しい「文化サロン」と言え

るでしょう。 

今回の研究で、活気のある「文化サロン」が継続するためには、常連メンバー

の存在が必要である一方で、新規メンバーの参加のしやすさも不可欠であること

が見えてきました。十年近く活動が継続している素晴らしい「葛飾図書館友の会」

ですから、今後も新しい人や芸術文化との出会いの「場」となりますよう、ます

ますのご発展をお祈り申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

クリックで葛飾図書館友の会ＨＰへ 

アドレス  https://katsutomo.jimdo.com/         検索 
 

葛飾 友の会 



 4 

2007年　アメリカ　128分　カラー
監督　デンゼル・ワシントン
出演　フォレスト・ウィテカー、ネイト・パーカー　他
2011年　日本　105分　カラー
監督　近藤明男
出演　吉井一肇、高橋恵子、林隆三　他
1936年　アメリカ　83分　サイレント
監督　チャールス・チャップリン　
出演　チャールス・チャップリン　他
1940年　アメリカ　126分　トーキー
監督　チャールス・チャップリン
出演　チャールス・チャップリン  他
1931年　アメリカ　70分　モノクロ
監督　ジェームズ・ホエール　
出演　ボリス・カーロフ、コリン・クライヴ　 他
1957年　仏＝伊　178分　日本語字幕　

監督　ジャン＝ポール・ル・シャノワ
出演　ジャン・ギャバン、ダニエル・ドロルム　　他
1940年　アメリカ　100分　モノクロ　日本語字幕

監督　ウィリアム・ワイラー　
出演　ゲイリー・クーパー、ウォルター・ブレナン　他

2005年　日本　131分　カラー
監督　黒土三男
出演　市川染五郎、木村佳乃、今田耕司　他

1944年　96分　モノクロ
監督　ロバート・スティーヴンソン
出演　ジョーン・フォンティン、オーソン・ウェルズ　他

1973年　スペイン　99分　カラー
監督　ビクトル・エリセ
出演　アナ・トレンド、イサベル・テリェリア　他

1997年　アメリカ　135分　カラー
監督　フランシス・フォード・コッポラ
主演　マット・デイモン、クレア・デーンズ　他
1952年　アメリカ　103分　カラー
監督　ジーン・ケリー、スタンリー・ドーネン
出演　ジーン・ケリー、デビー・レイノルズ　他

　　平成30年度友の会ナイトシアター上映予定表

　   　　　１０月13日（土） 　西部の男

   　 　　　　3月　9日（土） 　雨に唄えば

　※　　　 　9月　8日（土） 　レ・ミゼラブル

 平成30年 4月14日（土）
　グレート・ディベーター

・-栄光の教室-

　　　　   　5月12日（土） 　エクレールお菓子放浪記

 　   　　 　 6月　9日（土）

  　 　 　　 7月14日（土）

 　　　　　　 8月11日（土）

　モダン・タイムス

　独裁者チャップリン

　フランケンシュタイン

　　　　　  11月10日（土）

　　　　　  12月　8日（土）

平成31年　1月12日（土）

   　   　　　2月　9日（土）

　ミツバチのささやき

　ジェーン・エア

　蝉しぐれ

　レインメーカー

ついに１００回を超えたＤＶＤ映画上映 －ナイトシアター委員会 

      スタート以来、すでに延べ６千人以上が鑑賞 

       「名作が観られた」「楽しいひととき、ありがとう」などの声 
 平成２１（２００９）年１０月に第１回「大菩薩峠」、１１月に「黄色いリボン」を上映して以来、ナイ

トシアターの開催は、今年１００回を超えました。毎月第２土曜日の午後６時から８時を原則に、中央図書館所蔵のＤ

ＶＤ映画で、かつ上映権つき映画を区民の皆さんに楽しんでいただいています。友の会ウィークでの特別上映会を含め

ると毎年１３回を数えます。ナイトシアター委員会は図書館の協力のもと、上映映画の関係資料や書籍などを当日まで

に準備し、会場となる会議室１に展示しています。平成２８年度のナイトシアターへの入場者は約７００人、そして平

成２９年度は８００名を超えました。したがってナイトシアター開始以来、延べ６千人以上が鑑賞した計算になります。 

 上映後のアンケートにも「昔の名作を今観られるなんて」「テレビでは観たが、大きな画面と音量で楽しめた」など

の声が寄せられています。 

 以下、本年度後半の上映映画のラインナップです。都合により上映予定が変更になる場合がありますので、ポスター、

チラシ、友の会ホームページなどでチェックして下さい。 

 

☆☆☆☆☆☆「葛飾図書館友の会」で一緒に活動しませんか！☆☆☆☆☆☆ 

『友の会』は多くの会員によって活動しています。図書館を利用されている方、活動趣旨に賛同される方々、是

非ご入会いただいて、あなたの図書館に関わるいろいろなアイデアを少しずつ実現してみませんか？ 原則として

第３土曜日の午後１時から３時まで中央図書館内で、また友の会の開催イベント時でも直接の入会受付を行ってい

ますので、是非ご利用ください。年会費は一般会員

1,000 円、賛助会員は１口 2,000 円です。上記の方

法が利用できない場合、入会希望者は中央図書館に入

会届をご提出の上、年会費を右記の口座に納入してく

ださい。図書館での年会費の直接納入はできません。「通信欄」に一般あるいは賛助会員かを明記の上、30 年度年

会費とご記入下さい。また 1 口 500 円の寄付も大歓迎です。払込手数料は窓口では１３０円、ＡＴＭからでは

80 円です。恐れ入りますが、ご負担をお願いいたします。 

入会届はＨＰ（http://katsutomo.jimdo.com/）からもダウンロードできます。 

お問合わせ先：中央図書館友の会担当者（打越さん、吉村さん、白井さん、川井さん） ℡ 03-3607-9201 

 

第 100 回ポスター 

ゆうちょ銀行 口座番号    00100-7-392065 

口座名称    葛飾図書館友の会 
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